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微生物及び鉱物が土壌に吸着した有機物のサイズ分布に与える影響
Effects of microorganisms and minerals on size distribution of organic matter adsorbed to
soil
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土壌における有機物吸着は、陸上生態系における炭素隔離において重要なメカニズムの一つである。しかしながら、吸
着性の有機物が分解プロセスにおいてどのように生成されるかについてはよく分かっていない。本研究では、分解にお
ける土壌中の吸着性有機物のサイズ分布の変化や、微生物や鉱物がその変化に与える影響について明らかにする。我々
は、まず炭素をほとんど含まない土壌を用いて 3種のリターの分解実験をそれぞれ行い、その土壌の抽出性有機物のサ
イズ分布をサイズ排除カラムを装着した HPLC（HPSEC）を用いて分析した。抽出された有機物の分子量分布は、植物
種によらず主に二つのレンジ、100kDa-200kDa付近と、0.5kDa-20kDa付近（いずれもタンパク質分子量ベース）、に集
中していた。これらのレンジの幅は、分解過程が進むにつれ狭まっていった。この分子量分布（MWD）の変化は、シク
ロヘキシミドを土壌に加えた場合には現れたものの、クロラムフェニコールを土壌に加えた場合にはみとめられなかっ
た。このことから、バクテリアが、この変化に影響していることが示唆された。また、この二つの典型的なレンジに鉱
物が与える影響を明らかにするため、HPSEC溶出液を画分したサンプルを ICP/MSを用いて金属分析した。その結果、
鉄のMWD が有機炭素のそれと非常に似ていた。これらの結果は、バクテリアと鉄が、分解有機物中の吸着性有機物の
サイズ分布にとって重要な役割を果たしていることを示唆している。
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